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１ 病床数適正化緊急支援事業の概要   
 

(1) 目的 
    効率的な医療提供体制の確保を図るため、医療需要の変化を踏まえた病床数

の適正化を進める医療機関に対し、診療体制の変更等による職員の雇用等の様
々な課題に際して生じる負担を支援する。 

  
 (2) 内容 
      対象期間内に病床数（一般病床、療養病床、精神病床をいい、医療法第30条の

４第10項から12項までの規定及び国家戦略特別区域に基づき許可を受けた病床）
の削減を行う医療機関に対し給付金を支給する。 

    なお、地域の医療提供体制等を確保する観点から、回復期病床の削減について
は、地域医療への提供が大きいため、支給対象外とする。 

      
 (3) 支給額 
    削減した１病床につき4,104千円 

（削減する病床が休床の場合は、１床につき2,052千円） 
    

２ 留意事項  
 

(1) 支給対象外  
以下のいずれかに該当する場合は支給対象外となる。 
① 都道府県への申請日時点において、入院医療の受け入れを行っ  

てない場合、もしくは、削減により入院医療の受け入れを停止する
 （無床診療所への変更を含む。）場合  
② 令和９年３月 31 日時点において廃院する予定の場合  
③ 令和９年３月 31 日時点において事業譲渡等を行う予定の場合  

なお、①及び②に該当する場合においても、⑵の手続を経た上で、 
当該地域における医療提供体制に支障がないと認めたものは支給対象 
となる。  

 
(2) 地域医療構想調整会議における議論  

以下のいずれかに該当する場合は、医療法第 30 条 14 第１項に規定 
する協議の場（各圏域の地域医療構想調整会議）等において議論を行っ 
た上で削減が必要。  

① 都道府県への申請日時点において、入院医療の受け入れを行って 
ない場合、もしくは、削減により入院医療の受け入れを停止する 
（無床診療所への変更を含む。）場合  

② 令和９年３月 31 日時点において廃院する予定の場合  
③ 現に患者が入院している病床を削減する場合  
④ 病床数をあわせて 100 床以上削減をする場合  
⑤ その他、都道府県において議論が必要と認める場合  

なお、本事業の Q&A において、上記の議論が必要なものについて 
は、「県から国への申請書提出“前”」に議論を行う必要がある旨示 
されている。 

【協議事項】 

 病床数適正化緊急支援事業の活用による病床削減について 
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３ 申請方法・スケジュール  

      

 対応主体 内容 

① 医療機関→都道府県 

※ (１回目)R8.6.23（火）～7.14（火） 

※ (２回目)R8.7.15（水）～9.30（水） 

申請書等の提出 

（申請サイトへのアップロード） 

 

② 都道府県 申請内容の審査 

③ 都道府県→医療機関 認定または不認定の通知 

④ 都道府県→厚生労働省 

※ (１回目)R8. 8.24（月）まで 

※ (２回目)R8.10.30（金）まで 

③を踏まえて都道府県内の申請書を

まとめて提出 

 

⑤ 厚生労働省 申請内容（審査結果）等の確認 

⑥ 厚生労働省→都道府県 必要に応じて内容確認 

⑦ 厚生労働省→基金管理団体（一般財団法

人医療経済研究・社会保険福祉協会） 

医療機関への支給依頼 

⑧ 基金管理団体（一般財団法人医療経済研

究・社会保険福祉協会）→医療機関 

補助金の支給 

 

 

４ 医療機関からの申請内容等について 

  

詳細は資料の３ページ～４ページ（県保健医療福祉課作成資料）。 

 

５ 協議する意見（案） 

 病床数適正化緊急支援事業を活用し、病床削減を行う希望のある医療機関のうち、

当調整会議で議論が必要な５医療機関に対する病床削減については異議なしと考え

る。 

 



委員のみ配付

＜３ぺージ～４ページ＞
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